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　近年、人工栄養がますます増加の傾向にあるが、粉乳

が種々改良されたとはいえ、新生児にとって最もよい栄

養方法は、いまなお母乳であることは言うまでもなかろ

う。

　粉乳の改良の目標に母乳化があげられているように、

消化吸収の問題、腸内細菌のBindus菌、あるいは、非

特異的感染防御因子その他の作用により、生理的に重要

だと考えられているLysozymeなどを豊冨に含んでい

る点、または、細菌汚染の機会の少ないこと、アレルギ

ー、skin・shipの問題など、数多くの利点が母乳栄養に

含まれると考えられるからである。

　母体が種々の薬剤を摂取した場合、これが母乳中に移

行することは当然考えられるが、今回、われわれは母親

が新プレナタール錠を連用した場合の母乳中のV．Bエお

よびV．脱の測定を行ない。服用しなかった群と比較し

興味ある結果を得たのでここに報告する。

　V，Bユは、体内の糖質をはじめ、脂質、水分代謝にも重

要な役割を占めており、特に代謝の盛んな妊産褥婦にと

って必要である。しかし妊産婦の血中ビタミン値は、健

康雰妊婦に比較して、低値を示していることが清水1，に

より報告され、ことに産褥の6日間は低い値を示し、この

ように、V・B1欠乏状態にある妊産婦にVBユを補給する

ことは、臨床上意義あることと思わるれ。われわれの研

究では、 血中ビタミン値は測定していないが、食館中の

ビタミソ量および乳汁中のビタミン値を、新プレナター

ル服用と非服用の2群に分けて検討した。

2．　研究対象およぴ方法

　当院で分娩した褥婦のうち、妊娠中から新プレナター

ノレ錠1日1錠を確…建に連用した25例と、ビタミン剤を服

用しなかった27例（以下対照群という）の計52例につい

て、1産褥第5日目の午前5時に搾乳で採取した初乳中の

V．B1およびV．島を測定した。

　第5日目の午前5時に採乳した理由は、4日目位まで

は、V．B1とV．B2を測定するのに足りるほど十分な母乳

分泌量が得られる例が少ないこと、当院の授乳時闇が、午

前0時、　5時、　8時、11時、午後2時、　51時、　8時の7

回であり、その中でも5時間の睡眠をとった午前5時が

一日で最も泌乳が良いからである。なお、服薬一した新プ

レナタール1錠中に含まれるV．B1は、B1硝酸塩として6

㎎、V，B2は4mgである。

3．測定方法および測窟成績

　V，B艮の測定方法は、チオクロム法、VB2はルミフラ

ビソ法によった。

　測定成績は、表に示すごとくで新プレナタール服用群

25例の母乳100皿」中のV・B1含有量の平均値は2L　O7であ

り、VB2含有量の平均値は44，17である。これに対し

て・対照群27例の母乳100mJ中のV・Bユ含有量の平均値は

13，87であり、V、B2の含有量の平均値は36．57であったo

この母乳中のV，B1およびV・既琵は、いずれも新ブレナタ

ール服用群に有意に高値を示している。なお、この両群

について前日の食餌中に含まれているビタミ ソ量を、食

鵤調査により算出してみると同表に示すごとく、新ブレ

ナタール服用群でV・B1の平均値3．832㎎、V・B2の平均値

が1，1876㎎であり、対照群ではV，Bユが3，820皿g、V．恥が

1，791㎎であった。この両群間で、食鋸中に含まれるV，

B1およびV・B2の猛には有意の差が認められないo

4．　考 按

　V・BエおよびV・B2の妊産授乳婦の必要猛は・厚生省発

表2｝の所要量によれぱ、V、B1は1．1㎎～1．5㎎／日であ

り、V，B2が1，2㎎～1，7㎎／日であるQこの算出の規準

は、V・B、欠乏症状を臨床的に示すようになる最少の必要
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量を人体欠乏試験の結果から、0．2～0．3mg／1，000Ca量と

し、 それを2倍した0．45㎎／1，000Ca夏をまず一般人の規

準として算出し、妊婦は、胎児の発育と母体の代謝の充

進とを考慮して、約10％増しのO．5㎎／1，000Calを規準1

としたものである。また、授乳婦では、乳汁中への移行

を考慮して、0．45㎎／1，000Calの規準の10％増しとして

ある。 この様な配慮から、V・Bユの所要量は・妊婦は前期

において1，1㎎、鋒期に1．2解、授郵婦では耳，5㎎と定め

られた。同様φ考えかたから・V・B2の所要量は・妊婦は

前期は1．2㎎、後期は1．3㎎、授乳婦は1．7㎎と定められ

たものである。

　今回の調査対象の褥婦における乳汁採取前日の食餌か

らの摂取量をみると、衷のごとく新ブレナタール服用

群・対照群ともそれぞれV・B1が3．832囎と3．820㎎・VB2

は1．876㎎と1，791㎎で、厚生省の定める所要量を上回っ

ており・いずれの群も食餌中のV・BユおよびV・B2が不足し

ていないものと思われる。

　次に、産褥、5日の初乳中のV，B1およ、びV．B2の測定値

は、表のごとくで、新ブレナタール服用群での平均値が・

V．B12王．07／d1、V、B2が44．1γ／d1、対照群で、V，Bd3，8

7／d1・V・B2が36・57／d皇である。両群間の有童差を検討し

てみると、V・BユおよびV．B2の稜ずれについても、獅ブ

レナタール服用群で有意に高い値を示していることがわ

かった。（P＞0，01）

　人乳中のV・BユおよびV・B2は㌔母乳採取の時期および、

ま存韓告考によりいろいラであるが・Fancon13〕によれ

ばv．琢16r／loo9、v．B2 43r〆1009であり、小宅4，によ

れぱ初乳中のV、B遮は6，50ア／d1で、永久乳では15，38r／dl

と報告されている。この他にも，井手51は5～10r／d1、

中村61は、工5．2ガdIと報告している。

　母体にV．B1およびV・B2を負荷することによって、乳

汁中にV、B1およびVB2が移行することは、すでに小宅

によっても認められており、皮下注射後2～3時間でピ

ークに達するとされている。V・恥の母乳中に含まれる量

は・小宅によれぱ・18．3r／d玉であったが・われわれの成

績では新プレナタール非服用群で36．5r／（11と、この値を

上回っているが、新ブレナタール服用群では偲．1／d1と、

さらに高値を示している。

　母乳が新生卑にζって望ましい栄獲であるこぐは言う

までもないが、 初乳中のV，Bユは、永久多しに比較して低い

値を示していうようである。

　われわれの測定値は、採乳が産褥5日目であることか

ら、諸家の報告の産褥前期よりは後期の方に近し ・偉を示

しているが、全く同時期に採取しても新ブレナタール服

用群は、対照群に比し有意の差をもって乳汁中にV，B1お

よびV．B2を多く含有して吟るこζがわかった。

　母体にy．BユおよぴV．亀を服郡せしめることによっ

て、母体に対する補給と同時に母乳を通して児に もV、Bエ

衷
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（1）搾乳前口の疑敗斌
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およびV・脱を与えることの効果を期待できるものと思

われるので、妊娠中のみならず産褥期に母体が、V・B1お

よびV，B2を服用することは臨床的に意義あることど思

われる。

5．結 論

　妊娠中より新プレナタール錠を1日1錠連用した褥婦

と、何らビタミン剤を服用しない褥婦の2群について、

産徳5日の初乳中のV・B：およびV・B2をチオクロム法お

よびルミフラビン法により測定したところ、次の結果を

得た。

　1）　新ブレナタール服用群25例中の初乳中のV，B1の

平均値は21．07／引であり・対照群27例の平均値は・13・8

γ／d1であった・この両者間には有意の差がある。

　2）　同様に、V・B2については新プレナタール服用群

で44，17／d1であり、対照群では36．57／d1であった。こ

の両老聞にも有意の差がある。

　3）なお、両群とも食餌より摂取されたV・島および

V・既はぢそれぞれV・B13．832㎎・3．820㎎・V・BzがL876

㎎、1．791㎎であり、この間には有意差がない。

　4）授乳婦人に、ビタミソ剤新ブレナタールを投与す

ることによって、母乳中のV，B箕およびV．B2の含有量を

有意に増加させ、母乳を介して新生児にビタミソを補給

することができる。

1）

2）

3）

4）

5）

6）
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